
（ 3 枚中 1 枚目） 

（一般質問） 

質問日   令和７年６月６日（金） 質問方式 分割方式 

質問順位 １ 会派名 自由民主党浜松 議席番号 ４ 氏名 藤田 典良 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

１ 観光と文化資産

の活用 

(1) 浜松まつりにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 本市における徳

川家ゆかりの文化

資産の保存・活用

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 浜松まつりは、「市民のまつり」として長年にわたり

地域に根ざし、各時代の社会情勢や市民の熱意に応じ

て、組織体制や会場の在り方を変化させながら現在の形

へと発展してきた歴史ある伝統行事である。 

近年においては、その規模が一層拡大しており、令和

７年の凧揚げ参加町数は昭和55年と比較して100町以上

増加し、173町に達している。このような状況は、浜松

まつりが市内の地域イベントにとどまらず、広域的にも

高い注目を集める観光資源としての地位を確立しつつ

あることを示している。 

本市においては、浜松まつりが地域文化の継承という

重要な役割を担うとともに、宿泊・飲食業をはじめとし

た関連産業に多大な経済波及効果をもたらし、観光戦略

の中核的資産として大切な役割を果たしている。こうし

た背景を踏まえ、持続可能な運営体制の確立や、さらな

る地域価値の向上に向けた戦略的な取組が、今後ますま

す求められている。 

そこで、以下について伺う。 

ア 浜松まつりは、「市民のまつり」として、地域のま

ちづくりやコミュニティ形成に寄与すると考えてい

るが、本市は浜松まつりをどのように位置づけ、今後

どのように発展させていく方針であるのか伺う。 

イ 浜松まつりがもたらす経済的・観光的効果を踏ま

え、今後、本市としてこの浜松まつりをどのように観

光資源として活用するのか伺う。 

ウ 凧揚げ会場までの交通アクセスや御殿屋台が見学

できる市中心部の受入環境、観光客への情報発信等、

来訪者の満足度向上のための取組を伺う。 

(2) 令和５年に放送されたＮＨＫ大河ドラマ『どうする家

康』により、徳川家康公や秀忠公ゆかりの浜松の歴史的

価値が改めて注目され、多くの観光客が訪れる契機とな

った。市内には浜松城や秀忠公誕生の井戸など、徳川家

に関わる貴重な文化資産が多数残されている。これらの

保存・活用は地域資源の価値を高めるとともに、次世代

への継承や都市ブランドの向上にも資すると考える。ま

た、德川記念財団所蔵資料などを収蔵・展示する新たな

施設整備に向け、有識者による検討委員会が設置され、

議論が進められてきた。 

そこで、以下伺う。 

 

 

 

中野市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ 3 枚中 2 枚目） 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 保健所の機能と

施設整備の今後に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 職員体制の整備 

(1) 消防職員定数の

在り方と将来を見

据えた人員体制に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 本市が所有する、または管理する徳川家康公ゆかり

の指定文化財にはどのようなものがあるのか伺う。 

イ 徳川家にまつわる文化資産について、現在、観光の

観点でどのように活用しているのか。また、その方針

について伺う。 

ウ 令和６年に策定した徳川家ゆかりの資料展示収蔵

施設の基本計画について、旧大河ドラマ館等の活用が

難しいことが明らかになったが、現時点でどのように

捉えているのか伺う。 

エ 今年度実施する整備候補地の調査に関し、どのよう

な視点で候補地を選定するのか伺う。 

 

保健所庁舎は築44年が経過し、施設の老朽化や耐震性

の課題が深刻である。また、敷地の一部が土砂災害特別

警戒区域に含まれ、再整備には法的制約もある。感染症

対応や災害時の指令機能を担う重要な拠点として、整備

方針の早期決定が求められている。 

そこで、以下伺う。 

(1) 市民の健康生活を支える多岐にわたる業務を維持・強

化し、市民サービスの質を向上させるとともに、災害時

の迅速な対応を可能にする体制を構築する必要がある

と考える。そこで、現状の課題認識と今後の施設整備の

方向性を伺う。 

(2) 建て替えまたは移設を含む今後の整備に関して、「浜

松市公共施設等総合管理計画」における保健所の位置づ

けと、シビックコア地区への本庁機能の集約について見

解を伺う。 

 

 

(1) 消防局の職員定数は令和６年度に７人増となり、現在

897人と伺っている。女性職員の採用や育児休業取得の

推進など、働きやすい職場づくりが進んでいる点は評価

する。一方で、育休や感染症による休暇で現場の人員不

足が課題となっており、「休みにくさ」を感じている職

員の声もあり、有休取得の実効性を高める取組が必要で

はないかと考える。 

また、定年延長により平均年齢が上昇し、体力を要す

る現場業務への影響が懸念される。ベテランの知見を生

かしつつ、若手の採用・育成を進めるべきであるが、市

民の安全を守る消防においては、定数や人事の在り方の

見直しが必要ではないか。 

そこで、以下伺う。 

ア 現場での人員不足への対応と、災害対応体制の維持

について、現状と課題を伺う。 

イ 現場職員からの有休取得に関する声に対し、実効性

のある休暇取得促進策の取組について伺う。 

嶋野文化振興

担当部長 

中村観光・ブ

ランド振興担

当部長 

工藤企画調整

部長 

 

 

  〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

板倉保健所長 

 

 

 

 

鈴木財務部長 

 

 

 

 

 

那須田消防長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ 3 枚中 3 枚目） 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

 

 

(2) 教職員の適正か

つ柔軟な配置につ

いて 

 

 

 

 

(3) 養護教諭複数配

置の更なる取組に

ついて 

 

 

 

(4)教員採用試験の

受験者数減少と人

材確保について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 適切な人員配置を含め、将来を見据えた消防行政の

在り方について、消防局としての考えを伺う。 

(2) 質の高い教育環境を整えるためには、学級規模や教育

内容、児童・生徒の多様なニーズに応じた教職員の確保

が不可欠である。国の基準に基づいた配置に加え、少子

化や教育の多様化に対応するには、柔軟な配置が必要で

はないかと考える。 

そこで、本市独自の適正かつ柔軟な教職員の配置に向

けた取組について伺う。 

(3) 養護教諭の複数配置は、心身の健康支援や緊急対応体

制の強化において重要であり、養護教諭の負担軽減と、

児童・生徒への支援充実の観点からも配置強化が求めら

れている。 

そこで、本市における養護教諭の配置の現状と課題、

今後の取組について伺う。 

(4) 本市の教員採用試験では、受験者数の減少に加え、中

学校では教科間で採用倍率に大きな格差が生じており、

保健体育を除く技能教科では低倍率が課題となってい

る。 

そこで、必要な人材確保に向けた現状の課題と今後の

取組について、以下伺う。 

ア 教科間における採用倍率格差の課題と認識につい

て伺う。 

イ 受験者数増加のための具体的な取組について伺う。 

 

 

野秋教育長 

 

 

 

 

 

 

  〃 

 

 

 

 

 

  〃 

 

 

 

 

 

 


